
 群馬大学名誉教授 藤本宗利先生をお招きし、

「平安文学の世界～百人一首に親しむ」をテー

マに講義をしていただきました。講義では、代表

生徒が実際に平安装束を身に付け、名称や由来

などについての 

解説もいただき 

ました。今後の 

古典学習の興味 

関心が高まる良 

い機会となった 

と思います。 

出場メンバー 
神保 凛太朗 さん（５年） 
石田 馨梧 さん （５年） 
飯島 龍之介 さん（５年） 
河原田 陽文 さん（５年） 

 
江幡 真桜斗 さん（４年） 
星野 瑞稀 さん （４年） 
森 唯斗 さん  （４年） 
奥山 朝斗 さん （４年） 

 

 

 
 
 
 

伊勢崎市役所で今年度の「いせさき元気大賞」の授与式が行われました。

「いせさき元気大賞」は、伊勢崎市に活力を与え、まち全体を元気にする

活動をした個人・団体を表彰しています。今回、昨年３月に本校を会場に

行われた「世界一大きな絵 2025」プロジェクトが推薦され、伊勢崎市臂

市長より表彰状をいただきました。以下に、今回の授賞における紹介文を

記載します。 
 
「世界一大きな絵 2025」プロジェクトは、大阪・関西万博の開催に合

わせて、全国 47 都道府県の代表の子供たち及び世界各国の子供たちが描

いた絵、124 枚を繋ぎ合わせて、EXPO2025 大阪・関西万博のﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙｽﾃｰ

ｼｮﾝで５日間及び EXPOアリーナ「Matsuri」で１日間展示された。 

群馬県代表として、四ツ葉学園中等教育学校の生徒会本部と美術部員、

市内小学生 182人が制作した。「いのち」をテーマに、縦横５ｍの白布に

猫や魚、草花などの動植物を色鮮やかに表現し、完成した絵は他県や世界

各国の子供たちが描いた絵と繋ぎ合わされ、万博会場において多くの参加

者や観客に感動を与えた。 

合同作業の参加者は、お互い協力し合って一つのことに取り組むこと

の大切さや楽しさを学ぶことができ、創造力だけでなく協働性やコミュニ

ケーション力といった多面的な能力を養い、世界規模のプロジェクトに参

加したことで強い自信と勇気を与えた。 

 

 
 
 

第 15回科学の甲子園県大会が昨年 11月に開催

され、四ツ葉学園チームが第８回大会（2018年度）

以来２回目の総合優勝を果たしました。３月 20日

～23 日に茨城県つくば市で開かれる全国大会に

群馬県代表校として出場します。 

県大会では、課題実技競技の１位をはじ

め、筆記競技でも３位となるなど着実に得点

を積み重ね、今回の栄冠を手にしました。全

国大会でもチーム力を活かして頑張って欲

しいと思います。 

 

 

 
 

１月 17日(土)、18日(日)の二日間にわたり、全国

で大学入学共通テストが実施されました。今年の四

ツ葉生は、男子が群馬大学荒牧キャンパス、女子が前

橋女子高校での受験となりまし

た。当日朝の会場では、６学年

を中心とした職員が四ツ葉生に

エールを送りました。 

この後、私大入試から始まり、

国公立２次試験へと続きます。

体調を万全に整え、最後まで粘

り強く頑張ってください！ 
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６年 大学入学共通テスト 2026.１.17～18 

 

2025.4.9 

１年 アカデミックセミナー 2026.１.16 
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本校で制作した絵 


